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　母親の背中におぶさって逃げた防空壕や太平洋戦争のことを実体験として語れ
る障害者は、全国でももはや少数であろう。昭和８年横浜市に生まれた横田弘さ
んは、先天性の脳性マヒ者として、神奈川県内のみならず、全国レベルで障害者
運動をリードしつづけてきた。
　息子や娘どころか、孫のような若い世代の障害者仲間に対し、時には物足らな
さからか怒りを込めつつも、期待を込めて愛情深く接する横田さんの眼差しは、
「何のために生きるのか」常に問いかける。
　障害者自立支援法に関する行政との話し合いの中で、多くの障害者仲間の前で
「国際障害者年（昭和５６年）以前に福祉施策を逆戻しないでほしい」と訴えた。
ホームヘルプ制度もなかった時代から国際障害者年を経て、地域福祉、施設福祉
とも前進してきた今日までの動きを、回想ではなく現在進行形で鋭く見つめる姿
は、今も健在である。
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す
る
法
律
」　
（
通
称
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）

な
ど
、
政
策
と
し
て
具
体
化
さ
れ
、
確
実

に
実
を
結
ぶ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
例
以
外
で
も
、
障
害
当
事
者
が

一
丸
と
な
り
様
々
な
運
動
が
全
国
で
展
開

さ
れ
、
福
祉
用
具
の
支
給
な
ど
多
く
の
要

望
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
神
奈
川
県
内
の
多
く
の
駅
舎
で

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
十
七
年
度
末
で

全
駅
舎
の
四
十
二
・
四
％
）。
こ
う
し
た

「
安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り
」
と
し
て
整

備
さ
れ
た
環
境
は
、
車
い
す
利
用
者
だ
け

で
は
な
く
、
足
腰
が
弱
い
人
、
一
見
す
る

と
障
害
者
と
わ
か
り
に
く
い
疾
病
等
に
よ

る
内
部
障
害
者
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
利
用
す

る
親
子
連
れ
な
ど
、
多
く
の
市
民
に
と
っ

て
も
便
利
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

障
害
当
事
者
の
参
画
の
動
き

　

昭
和
五
十
六
年
の
国
際
障
害
者
年
を
契

機
に
、
海
外
の
障
害
者
の
情
報
の
広
ま
り

拒
否
に
対
す
る
「
障
害
者
の
バ
ス
占
拠
」

事
件
は
、
大
き
く
報
道
さ
れ
社
会
問
題
と

な
り
ま
し
た
。　

　

当
時
は
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
が
無
く
、

ワ
ン
マ
ン
化
も
進
ん
で
お
り
、
と
り
わ
け

重
度
の
障
害
者
が
利
用
で
き
る
環
境
と
は

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
の「
障
害
者
も
バ
ス
に
乗
れ
る
よ
う
に
」

と
い
う
激
し
い
抗
議
は
、
世
論
を
二
つ
に

分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
に
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
人
間

と
し
て
の
当
然
の
欲
求
や
主
張
で
あ
り
、

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
声

が
あ
っ
た
一
方
で
、
彼
ら
の
強
い
自
己
主

張
を
と
も
な
っ
た
抗
議
活
動
に
対
し
、
共

感
で
き
な
い
人
々
が
い
た
こ
と
も
事
実
で

し
た
。

　

し
か
し
当
事
者
に
よ
る
「
自
立
生
活
」

を
目
指
し
た
運
動
は
時
を
経
て
、
平
成
七

年
に
制
定
さ
れ
た
県
の
「
福
祉
の
街
づ
く

り
条
例
」
や
、
十
九
年
の
「
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

地
域
で
暮
ら
す
と
い
う
実
感
が 

無
か
っ
た
時
代

　

あ
る
脳
性
マ
ヒ
の
方
の
声
に
、「
よ
う

や
く
最
近
、
実
感
を
も
っ
て
地
域
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
人
々
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

施
設
に
入
所
し
て
の
生
活
か
、
在
宅
で

の
生
活
か
の
二
者
択
一
の
選
択
し
か
で
き

な
か
っ
た
時
代
に
は
、「
地
域
の
中
」
で
暮

ら
し
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
施
設
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
て
も
、
自
宅
と
施
設
を
往
復
す
る

だ
け
で
、
居
住
す
る
地
域
の
人
々
と
の
つ

な
が
り
の
場
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
も
の

で
し
た
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
や 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
の
原
動
力

　

昭
和
五
十
二
年
に
起
こ
っ
た
、
車
い
す

を
使
用
し
た
脳
性
マ
ヒ
者
へ
の
バ
ス
乗
車

障害者自立生活運動をふりかえって
―障害のある人もない人も地域で暮らしたい―

　

現
在
、
各
地
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
か
け
る
駅
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
は
、
平
成
七
年
の
「
福
祉
の

街
づ
く
り
条
例
」
を
き
っ
か
け
に
大
き
く
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
条
例
の
制
定
ま
で
に
は
、
障
害
者
団
体
な
ど
の
地

道
な
活
動
に
よ
る
後
押
し
が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
障
害
者
と
と
も
に
福
祉
政
策
推
進
を
行
っ
て
き
た
神
奈
川
の

歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
と
も
に
、
自
立
生
活
運
動
が
果
た
す
今
日
的
な
意
義
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て

み
ま
す
。
ま
た
、
六
月
十
日
に
本
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
第
二
十
三
回
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
全
国
集
会
」
に
つ
い
て
も
紹

介
し
ま
す
。



３
第６６８号　福祉タイムズ　２００７．７．１５

も
刺
激
と
な
り
、
自
立
生
活
運
動
は
さ
ら

に
活
発
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
際
障
害
者
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
完

全
参
加
と
平
等
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

行
政
や
、
民
間
の
立
場
で
は
本
会
が
主
と

な
り
、
と
も
し
び
運
動
の
一
環
と
し
て
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進
や
障
害
者
の
活
動
推
進
拠
点
と
な

っ
た
障
害
者
自
立
生
活
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

の
設
置
、
障
害
者
の
日
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

障
害
当
事
者
の
自
己
実
現
の
た
め
の「
自

立
」と「
参
加
」を
社
会
が
支
え
て
い
く
仕

組
み
を
推
進
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

障
害
当
事
者
自
身
も
、
こ
れ
ら
を
き
っ

か
け
に「
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」や「
セ

ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
」
等
、
自
ら
の

生
活
を
切
り
拓
き
、
自
立
生
活
を
目
指
す

活
動
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
や
が
て
当
事
者
参
画
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
神
奈
川
県
障

害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け

る
参
画
の
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
の
よ
う
な
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
、
社
会
福
祉
施
設
運
営
団
体
の
苦
情

解
決
委
員
等
の
福
祉
分
野
、
養
護
学
校
運

営
整
備
の
よ
う
な
教
育
分
野
、
市
町
村
域

の
福
祉
有
償
運
送
に
関
す
る
会
議
の
よ
う

な
交
通
運
輸
の
分
野
、
災
害
時
の
養
護　

者
向
け
対
応
に
関
す
る
会
議
の
よ
う
な
防

災
分
野
等
、
幅
広
い
会
議
に
参
画
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
障
害
者
の
社
会
参
加
の
幅
が

拡
が
っ
た
こ
と
に
加
え
、
福
祉
の
分
野
が

近
接
領
域
含
め
拡
大
し
て
い
る
こ
と
も
背

景
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
障

害
当
事
者
の
視
点
で
政
策
提
言
等
を
行
う

役
割
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
担
い
手
と
し
て
も

　

平
成
十
八
年
に
障
害
者
の
自
立
生
活
支

援
を
目
的
と
し
た
障
害
者
自
立
支
援
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
法
施
行
に
よ
っ
て
、

自
分
で
自
分
の
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
選

べ
る
こ
と
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
た
一

方
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
へ
の
不
安
や
果
た

し
て
選
べ
る
ほ
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や

量
が
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
、
先
行
的
に

障
害
者
自
立
支
援
施
策
を
行
っ
て
い
る
地

方
自
治
体
の
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
等
の
懸
念

の
声
が
障
害
当
事
者
か
ら
数
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。「
サ
ー
ビ
ス
が
選
べ
る
ほ
ど
提

供
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
与
え
ら
れ
た
も

の
を
受
け
取
る
し
か
で
き
な
い
状
況
は
変

わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
指

摘
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
新
た
な
動
き
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
障
害
当
事
者
団
体
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
養
成
研
修
を
開
催
し
た
り
、
派
遣
事

業
を
行
っ
た
り
な
ど
、
自
ら
が
必
要
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
創
り
出
す
た
め
に
福

祉
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
担
い
手
と
し
て
活
動

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
障
害
者
団
体
自
ら
が
サ
ー

ビ
ス
供
給
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
は
、
参
画
か
ら
一
歩
進
ん
だ
動
き
と
い

え
ま
す
。

当
事
者
の
声
を
発
信
し
つ
づ
け
る
意
義

　

本
県
で
開
催
さ
れ
た
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議

で
は
、
障
害
者
権
利
条
約
の
可
能
性
と
と

も
に
、「
わ
れ
ら
自
身
の
声
（
当
事
者
の

声
）
を
施
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
生
か
す

た
め
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
」
と
熱
っ
ぽ

く
語
ら
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

　

こ
の
数
年
、
障
害
者
が
便
利
な
バ
リ
ア

フ
リ
ー
か
ら
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
便
利
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進

の
施
策
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
障
害

者
の
立
場
で「
わ
れ
ら
自
身
の
声
」に
こ
だ

わ
り
発
信
し
つ
づ
け
る
こ
と
の
意
義
は
、

福
祉
が
す
べ
て
の
人
々
の
課
題
と
な
っ
た

現
在
、
一
層
大
切
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

特
に
、
最
近
若
い
世
代
の
障
害
者
が
、

団
体
の
一
員
と
し
て
で
は
な
く
個
人
で
活

動
し
て
い
る
例
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
ら
「
個
々
の
活
動
」
を
い

か
に
「
み
ん
な
の
活
動
」
に
し
、
声
を
発

信
し
て
い
く
か
が
社
会
的
に
問
わ
れ
て
い

る
時
代
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

ＤＰＩとは……
日本語では「障害者インターナショナル」といい、1981年の国
際障害者年で「完全参加と平等」というスローガンが大きく掲げ
られたこの年に、身体、知的、精神など、障害の種別を超えて自
らの声をもって活動する障害当事者団体としてシンガポールで誕
生しました。日本では、それを機に、1986年にＤＰＩ日本会議
が発足しています。

会議では、移動や就労、教育などの現状報告だけでなく、多方
面での自立生活運動の成果が多く語られました。参加者も４００
人を超え、関心の高さがうかがえます。
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第
六
回
か
な
が
わ
高
齢
者 

福
祉
研
究
大
会
開
催
さ
れ
る

　

去
る
六
月
二
十
五
日
（
月
）、
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
に
お
い
て
、
第
六
回
か
な
が
わ
高

齢
者
福
祉
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
県
内
の
高
齢
者

福
祉
に
携
わ
る
人
々
が
一
堂
に
会
し
、
知

恵
や
工
夫
を
活
か
し
た
実
践
の
成
果
等
を

学
び
あ
う
も
の
で
、
本
会
老
人
福
祉
施
設

協
議
会
と
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大

会
実
行
委
員
会（
平
本
正
志
実
行
委
員
長
）

が
主
催
し
ま
し
た
。
六
回
に
及
ぶ
実
行
委

員
会
で
の
企
画
調
整
は
、
当
日
の
多
様
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
円
滑
な
運
営
に
表
れ
、
約

九
百
五
十
名
の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。

　

大
会
の
象
徴
で
あ
る
発
表
は
全
百
三
十

六
件
。
テ
ー
マ
別
に
は
、
①
ケ
ア
の
質
の

向
上
二
十
一
件
、
②
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

リ
ハ
ビ
リ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
十
九
件
、

③
認
知
症
ケ
ア
十
七
件
、
④
食
事
・
栄
養

・
口
腔
ケ
ア
十
五
件
、
⑤
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
・
医
療
と
の
連
携
十
三
件
、
⑤
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
十
三
件
、
⑦
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ケ
ア
九
件
、
⑧
介
護

予
防
・
自
立
支
援
六
件
、
⑨
ケ
ア
プ
ラ
ン

・
相
談
援
助
五
件
、
⑩
施
設
経
営
・
業
務

改
善
と
効
率
化
四
件
、
⑪
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
・
地
域
と
の
連
携
三
件
、
⑫
養

護
・
軽
費
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
等
二
件
、
そ
の

他
九
件
と
い
う
状
況
で
す
。
六
会
場
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
た
発
表
に
、
参
加
者
は
日

頃
の
実
践
課
題
と
関
心
に
即
し
て
活
発
に

会
場
を
移
動
し
て
は
情
報
収
集
を
行
い
、

積
極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

並
行
し
て
開
催
さ
れ
た
講
演
会
、「
働

く
人
の
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
笹
氣

健
治
氏
（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）、「
市
民

が
選
ぶ
サ
ー
ビ
ス
と
は
」
お
ち
と
よ
こ
氏

（
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
」
大

島
武
氏
（
東
京
工
芸
大
学
芸
術
学
部
准
教

授
）
も
好
評
で
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
メ
モ

が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

上
階
で
開
か
れ
た
高
齢
者
福
祉
施
設
・

介
護
保
険
事
業
所
の
紹
介
・
就
職
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
は
八
十
六
法
人
が
ブ
ー
ス
を
構

え
、
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
五
百
名
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
用
意
し
、
丁
寧
な
相

談
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
協
賛
企
業
に
よ

る
介
護
用
品
や
福
祉
機
器
の
展
示
に
も
、

最
新
情
報
を
入
手
し
よ
う
と
多
く
の
人
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

神
奈
川
の
こ
の
集
ま
り
に
、
東
京
や
埼

玉
な
ど
か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
介
護
分
野
に
お
け
る
雇
用
管
理
モ

デ
ル
検
討
会﹇
訪
問
介
護
﹈報
告
書
」

公
表
さ
れ
る

　

厚
生
労
働
省
は
六
月
十
五
日
に
、
介
護

労
働
者
が
「
労
働
条
件
、
健
康
面
等
の
不

安
や
不
満
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
厳
し

い
労
働
環
境
に
あ
る
、
定
着
率
が
低
い
、

介
護
関
係
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
多
く

の
有
資
格
者
が
存
在
す
る
等
、
雇
用
管
理

等
の
面
で
解
決
す
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て

い
る
」
状
況
を
と
ら
え
て
設
置
し
て
い
た

検
討
会
の
報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
は
、
訪
問
介
護
事
業
者
が
雇
用

管
理
改
善
を
進
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
取
組
の
方
向

性
を
示
し
て
い
ま
す
。
①
キ
ャ
リ
ア
管
理

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
、
②
配
置

管
理
・
稼
動
管
理
、
③
能
力
開
発
、
④
労

働
時
間
・
賃
金
管
理
、
⑤
サ
ー
ビ
ス
提
供

責
任
者
の
役
割
と
育
成
、
と
い
う
分
野
別

に
、
現
状
と
課
題
、
基
本
的
な
考
え
方
、

対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
併
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
事

業
主
に
よ
る
様
々
な
雇
用
管
理
改
善
事
例

二
八
八
件
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
管
理
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
が
最
も
多
く
、

二
十
八
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
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　NEWS
＆　

TOPICS　　　

福
祉
と
建
築
の
連
携 

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て

　

去
る
六
月
十
七
日
（
日
）、
関
東
甲
信
越

建
築
士
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
青
年
協
議
会
の
大

会
の
一
環
と
し
て
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
を

会
場
に
「
震
災
を
考
え
る
〜
ま
ち
、
住
ま

い
、
く
ら
し
を
守
る
〜
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
田
�
裕
美
氏
（
神
奈
川
県
建

築
士
会
）
が
「
中
越
地
震
へ
の
支
援
と
し

て
、
応
急
危
険
度
判
定
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し

て
展
開
し
た
住
宅
相
談
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の

経
験
な
ど
か
ら
、
暮
ら
し
に
視
点
を
お
い

た
異
分
野
の
連
携
や
情
報
交
換
の
必
要
を

感
じ
て
い
る
」
と
提
起
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
大
橋
勇
造
氏
（
神
奈
川
県
建
築

安
全
協
会
）が
、地
震
等
の
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
時
に
建
築
技
術
者
が
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
り
役
に
立
て
る
の
か
を
、
行
政

と
民
間
の
役
割
別
に
災
害
発
生
直
後
か
ら

時
系
列
で
整
理
し
紹
介
し
ま
し
た
。
被
災

住
宅
再
建
を
支
援
す
る
相
談
（
住
宅
相
談

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
）活
動
に
つ
い
て
は
、中
越

地
震
の
際
、
迅
速
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

な
か
っ
た
応
急
危
険
度
判
定
の
フ
ォ
ロ
ー

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
効
果

的
な
支
援
活
動
を
目
指
し
た
神
奈
川
県
建

築
士
会
の
検
討
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

中
越
震
災
と
新
潟
豪
雨
水
害
、
長
野
豪

雨
水
害
の
際
に
、
現
地
で
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
に
関
わ
っ

た
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、「
住
宅
の
問
題
を
と
ら
え
る
時
、
そ
こ

を
生
活
の
場
と
し
て
い
た
住
民
の
状
況
を

多
面
的
総
合
的
に
見
る
必
要
が
あ
る
」
こ

と
を
ふ
ま
え
、
多
領
域
、
多
職
種
、
多
元

的
な
関
わ
り
、
す
な
わ
ち
チ
ー
ム
ア
プ
ロ

ー
チ
が
有
効
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
鈴
木
治
郎
氏
（
神
奈
川
県
障
害

者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）
は
当
事
者

の
立
場
か
ら
、「
多
く
の
障
害
者
は
在
宅
生

活
を
送
っ
て
い
る
が
、
地
域
は
障
害
者
に

と
っ
て
住
み
や
す
い
も
の
に
は
な
っ
て
い

な
い
」、「
障
害
は
不
幸
で
は
な
い
が
不
便

な
こ
と
。
そ
の
不
便
さ
が
災
害
時
に
如
実

に
あ
ら
わ
れ
る
」
と
、
避
難
所
の
バ
リ
ア
、

移
動
の
バ
リ
ア
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
摘

し
、「
障
害
者
は
自
分
自
身
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
る
べ
き
」
で
あ
る
と
、
経
験
に

裏
付
け
ら
れ
た
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

フ
ロ
ア
と
の
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
で

は「
生
活
空
間
全
体
を
安
全
に
し
て
い
く
」

必
要
が
確
認
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
専
門

家
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
と
と

も
に
、ま
ち
づ
く
り
の
視
点
と
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
社
協
が
社
会
福
祉
法
人
の

在
り
方
研
究
会
報
告
書
を
発
行

　

大
阪
府
社
協
は
、
措
置
制
度
か
ら
契
約

制
度
へ
の
転
換
を
背
景
に
、
民
法
の
公
益

法
人
制
度
の
見
直
し
と
い
う
動
向
も
ふ
ま

え
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
を

検
討
し
た
報
告
書
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
①
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
創

設
の
経
過
と
意
義
、
②
憲
法
第
八
十
九
条

と
社
会
福
祉
法
人
、
③
社
会
福
祉
法
人
の

発
展
と
果
た
し
て
き
た
役
割
、
④
社
会
福

祉
法
人
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
、

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
に
は
、
税
の
優

遇
措
置
も
含
め
て
地
域
福
祉
推
進
の
戦
力

に
な
り
う
る
条
件
・
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
」
と
の
見
解
の
上
で
、「
こ
れ
か
ら

の
社
会
福
祉
法
人
は
公
益
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

対
象
と
な
る
公
益
事
業
の
捉
え
方
を
理
論

的
に
も
現
実
的
な
解
釈
の
上
で
も
し
っ
か

り
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
と
、
私

案
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
は
大
阪
府
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
発
行
図
書
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

http://w
w
w
.osakafusyakyo.or.jp/
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な
ぜ
、「
協
働
」が
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か　

〜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
社
会
の
形
成
〜

　

社
会
の
変
化
に
と
も
な
い
、
人
々
の
生

活
や
生
き
方
も
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
社
会
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
も
生
活
上

の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
多
く
の
分
野
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
拡
が
り

と
そ
れ
を
支
え
る
支
援
組
織
も
多
く
登
場

し
、
そ
の
支
援
内
容
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
背
景
に
は
、
活
動
の
単
位
に
個

人
、
地
域
、
職
域
な
ど
の
広
が
り
が
あ
り
、

活
動
上
の
課
題
を
共
有
し
た
り
、
お
互
い

に
つ
な
が
り
、
支
え
あ
お
う
と
す
る
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
」
を
構
築
し
て
い
こ
う

と
の
動
き
か
ら
だ
と
い
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
福
祉
な
ど
分
野
を
超
え
た
市

民
の
主
体
的
な
参
加
の
も
と
に
、
個
人
の

み
な
ら
ず
、グ
ル
ー
プ
や
機
関
、行
政
な
ど

が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

み
、
支
え
あ
え
る
社
会
、
豊
か
な
社
会
の

創
造
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
か

ら
出
て
き
た
考
え
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

「
協
働
」
を
ど
う
と
ら
え
る
か 

〜
主
体
間
の
ル
ー
ル
づ
く
り
〜

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

『
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
改

訂
運
営
計
画
』（
平
成
十
六
年
）の
な
か
で
、

「
協
働
」
を
「
市
民
団
体
、
行
政
、
企
業

の
よ
う
に
成
り
立
ち
の
異
な
る
組
織
が
課

題
や
目
標
を
共
有
し
、
自
立
性
を
尊
重
し

あ
い
、
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
、
結
果
に

と
ど
ま
ら
な
い
で
、
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し

た
関
係
形
成
。」
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、『
協

働
指
針
』（
平
成
十
九
年
）
に
お
い
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
す
す
め
る
「
協
働
」

を
①
協
働
と
は
、
②
協
働
の
相
手
、
③
協

働
の
カ
タ
チ
、
④
協
働
の
す
す
め
方
の
四

点
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
協
働
を
進
め
る

た
め
の
条
件
と
し
て
六
つ
の
原
則
（
※
七

頁
参
照
）
を
示
し
て
お
り
、
協
働
の
相
手

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
団
体
・
組
織
」

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。「
協
働
」を
す
す
め

る
か
た
ち
に
は
方
法
が
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、

例
え
ば
共
催
、
委
託
、
助
成
、
事
業
協
力
、

実
行
委
員
会
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
が

例
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
で
は
、『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働

推
進
指
針
』
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
「
協
働
」
と
は
、「
県
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が

対
等
の
立
場
で
、
各
々
の
特
性
や
資
源
を

生
か
し
あ
い
、
課
題
認
識
、
目
的
及
び
プ

ロ
セ
ス
を
共
有
す
る
な
ど
、
協
力
し
て
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
形
成
や
提
供
等
の
公
益

を
目
的
と
す
る
事
業
に
取
り
組
む
に
あ
た

っ
て
の
県
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
関
係
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
①
対
等
な
関
係
の
保
持
、
②

課
題
認
識
と
目
的
の
共
有
、
③
プ
ロ
セ
ス

の
共
有
、
④
役
割
分
担
と
責
任
分
担
の
明

確
化
、
⑤
相
互
理
解
の
促
進
、
⑥
公
平
性
・

公
正
性
の
確
保
、
⑦
透
明
性
の
確
保
、
⑧

時
限
の
設
定
と
い
う
基
本
的
な
事
項
を
踏

ま
え
る
も
の
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
で
は
「
協
働
」
の
相
手
を
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
の
機
関
を
含
め
て
広
く

参加と協働のページ

　

行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で
は
、事
業
の
な
か
で「
協
働
」を
意
識
す
る
機
会
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、「
協
働
」あ
る
い
は「
参
加
」と
い
う
言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
や

団
体
に
よ
り
独
自
に
意
味
づ
け
ら
れ
、独
り
歩
き
し
た
り
、混
乱
し
て
い
る
状
況
も
う
か
が
え
ま

す
。「
協
働
」は
わ
か
り
や
す
そ
う
で
実
は
と
て
も
わ
か
り
に
く
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
協
働
」
っ
て
何
だ
ろ
う
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
、
施
策
へ
の
参
加
を
も
意
識

し
た
事
業
実
施
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
社
協
な
ど
は
中
間
支
援
組
織
の
立
場

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
や
組
織
と
と
ら
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
自
治
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
あ
る
い
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
二
者
の
関
係
だ
け

で
な
く
、
中
間
支
援
組
織
で
は
事
業
主
体

間
の
仲
立
ち
を
通
し
て
、
ゆ
る
や
か
な
ネ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
意
識
し
た
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

協
働
の
意
義 

〜
相
手
に
変
容
を
求
め
な
い
〜

　

そ
れ
で
は「
協
働
」の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、「
協
働
」

と
は
、
異
な
る
立
場
を
持
っ
た
人
々
や
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
認
め
合
う
と
い

う
関
係
が
前
提
に
あ
り
ま
す
。
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、「
相
手
に
変
容
を
も

と
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持

っ
て
い
る
力
、
良
さ
を
出
し
合
っ
て
、
新

た
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
意
義

が
あ
り
、
一
方
的
に
協
力
す
る
、
さ
せ
る

関
係
は
本
来
の
協
働
の
形
で
は
な
い
。
目

標
が
共
有
さ
れ
、
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
っ
て
こ
そ
、
協
働
活
動
は
威
力
を
発
揮

す
る
。」（『
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
第

３
次
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
推
進
５

カ
年
プ
ラ
ン
第
２
次
案
』
よ
り
）
と
示
し

て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
「
協
働
」
と
は
目
的
で
は
な
く
、

関
係
性
や
活
動
を
含
ん
だ
言
葉
で
あ
り
、

立
場
や
手
段
、
方
法
も
多
様
で
、
よ
り
よ

い
社
会
を
作
り
出
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を

示
し
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。そ
し
て「
協

働
」
は
意
識
的
に
も
生
ま
れ
ま
す
し
、
無

意
識
の
な
か
で
も
カ
タ
チ
つ
く
ら
れ
る
も

の
で
も
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
相
手
に
変
容
を
求
め
な
い
」と
い
う
原

則
は
こ
れ
か
ら
「
協
働
」
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
社

会
的
孤
立
を
防
ぎ
、
誰
も
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
地
域
社
会
を
創
ろ
う
と
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
機
関

や
団
体
が
往
々
に
し
て
協
働
の
相
手
に
変

容
を
求
め
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
変
容
を
促
す
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な

仕
組
み
を
創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
結
果
、
確
か
な
効
果
が
で
て
い
ま

す
が
、
協
働
の
相
手
の
自
主
性
や
自
立
性

を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。「
協
働
」と
は
薬
の
よ
う
な
も

の
で
、
そ
の
使
い
方
を
間
違
え
る
と
副
作

用
が
現
れ
て
く
る
も
の
な
の
で
す
。「
協

働
」
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
主
体
性
が
そ

が
れ
て
い
く
こ
と
が
な
い
よ
う
気
を
つ
け

な
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
協
働
」
の
カ
タ
チ　

〜
地
域
社
会

の
資
産
に
つ
な
が
る
よ
う
に
〜

　
「
協
働
」
の
目
的
は
、
行
政
や
、
社
協
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
地

域
や
市
民
と
い
っ
た
社
会
を
構
成
す
る
あ

ら
ゆ
る
人
の
参
加
に
基
づ
き
、
相
互
に
補

完
し
あ
い
、
相
互
に
高
め
あ
え
る
よ
う
な

関
係
を
地
域
社
会
の
な
か
で
育
む
こ
と
で

す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
団
体
が
結

び
つ
き
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
社
会
へ

の
好
循
環
の
関
係
を
も
た
ら
す
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

社
協
は
「
協
働
」
を
自
ら
提
案
す
る
場

合
や
、「
協
働
」
の
成
果
を
よ
り
広
げ
る
た

め
に
意
図
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
機
関
・
団
体
・
個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
持

つ
特
性
を
理
解
で
き
る
よ
う
な
場
の
設
定

や
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
場
を
つ
く
り
、

地
域
社
会
を
支
え
る
人
づ
く
り
や
自
ら
の

地
域
の
問
題
を
「
わ
が
こ
と
」
と
し
て
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
場
づ
く
り
、
す
な
わ
ち

底
支
え
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

横浜市社会福祉協議会『協働指針』平成１９年３月P．２より抜粋　「協働の６原則」

目的共有
　協働することで、地
域に対してどのよう
な利益・効果がもたら
されるかをしっかり
共有し、将来像を描く
こと。「何のために協
働するか（目的）」を
事前にしっかり話し
合い、確認することで
協働によって得られ
るメリットが明確に
なります。

相互理解
　それぞれの本質・理
念・大切にしているポ
イント等をよく理解
すること。特性を理
解しあうことで役割
分担も明確になり、ス
ムーズに事業を展開
することができます。
また、理解しあうだけ
でなく、お互いの領域
を尊重することも大
切です。

対等
　ともに事業等に取
り組む時、上下ではな
く横の関係（対等な関
係）の中で物事を進め
ること。対等な中で、
お互いに自由な意見
や案を出しあうこと
で、単体では見えなか
った発想やアイデア
などが生まれる等、相
乗効果が期待できま
す。

公開
　協働関係を結んで
いる両者の関係が、常
に開かれた状態である
こと。途中経過や結果
をきちんと市民等に
報告し、成果や課題を
発信していくことも
大事です。また、それ
らの情報を公開する
ことによって、より有
力な協力（支援）者を
得る等、戦略的な「公
開」も必要です。

自立化
　常に自立した存在
としてお互いを意識
し、依存・癒着関係に
陥らないようにする
こと。協働終了後に
も、お互いがより一層
豊かな活動を展開し
ていくために、協働経
験を糧として育ちあ
うという視点をもつ
ことが大切です。

自主性尊重
　お互いの持ってい
る特性・長所を最大限
活かしあうこと。異
なる組織同士であれ
ばなおさら、考え方や
物事を進めるときの
手法・スピードが違う
のは当然です。それ
らを踏まえたうえで、
双方の前向きな取り
組みに着目していく
姿勢が必要となりま
す。
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ＮＰＯ法人　神奈川県障害者自立生活支援センター

新
型
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
出
発
！ 

〜
眼
下
に
広
が
る
大
パ
ノ
ラ
マ
〜

　

箱
根
登
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
終
点
で
あ

る
早
雲
山
駅
か
ら
、
芦
ノ
湖
畔
の
桃
源
台

駅
ま
で
を
結
ぶ
箱
根
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
、

平
成
十
二
年
か
ら
新
型
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の

架
け
替
え
工
事
を
実
施
、
こ
の
ほ
ど
六
月

一
日
よ
り
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
型
ゴ
ン
ド
ラ
は
、
ア
ル
プ
ス
地

方
で
も
稼
動
し
て
い
る
優
れ
モ
ノ
。
車
い

す
を
利
用
の
方
に
は
ゴ
ン
ド
ラ
を
一
旦
停

止
さ
せ
、
ス
ム
ー
ズ
か
つ
安
心
な
乗
降
が

で
き
ま
す
。

　

早
雲
山
駅
〜
大
涌
谷
駅
間
の
ゴ
ン
ド
ラ

に
は
、
乗
降
口
を
二
カ
所
設
け
て
あ
り
、

大
涌
谷
駅
〜
桃
源
台
駅
間
の
ゴ
ン
ド
ラ
に

つ
い
て
は
大
口
の
乗
降
口
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
ゴ
ン
ド
ラ
か
ら
見
る
富
士
山
は
と

て
も
素
晴
し
く
、
大
涌
谷
を
渡
り
な
が
ら

の
富
士
山
（
早
雲
山
駅
〜
大
涌
谷
駅
間
）

と
、
な
だ
ら
か
に
進
み
な
が
ら
芦
ノ
湖
越

し
に
見
る
富
士
山
（
大
涌
谷
駅
〜
桃
源
台

駅
間
）
は
最
高
で
す
。
取
材
し
た
日
は
曇

り
で
し
た
が
、
相
模
湾
ま
で
一
望
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

『
地
獄
谷
』
で
有
名
な
大
涌
谷
へ　

　

〜
箱
根
火
山
最
後
の
爆
発
… 

約
三
千
年
前
の
噴
火
跡
〜

　

白
煙
と
硫
黄
の
に
お
い
が
立
ち
込
め
る

大
涌
谷
は
神
奈
川
の
景
勝
五
十
選
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
箱
根
に
来
た

ら
大
涌
谷
名
物
の
温
泉
玉
子
・
黒
た
ま
ご

と
い
う
こ
と
で
、
ナ
ン
ト
こ
の
黒
た
ま
ご

は
一
個
食
べ
れ
ば
寿
命
が
七
年
延
び
る
と

い
う
代
物
な
の
で
す
。

　

人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
噴
煙
地
へ
は
、
急
な

斜
面
や
階
段
が
あ
る
た
め
、
車
い
す
の
方

は
行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
大
涌
谷

駅
か
ら
坂
道
を
下
れ
ば
、
そ
の
下
の
売
店

付
近
ま
で
は
行
く
こ
と
が
可
能
な
の
で
、

十
分
に
雰
囲
気
を
楽
し
め
ま
す
。
途
中
、

黒
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
い
る
大
涌
谷
観
光
セ

ン
タ
ー
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し
、
身
障
者

用
ト
イ
レ
有
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
大
涌

谷
駅
三
階
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
は
、

大
涌
谷
を
は
じ
め
箱
根
外
輪
山
や
富
士
山

を
眺
め
な
が
ら
食
事
を
楽
し
め
ま
す
。

桃
源
台
港
よ
り
箱
根
海
賊
船
へ 

　

〜
海
賊
映
画
の
気
分
で 

芦
ノ
湖
畔
を
周
遊
！
〜

　

海
賊
船
の
り
ば
・
桃
源
台
港
へ
は
、
桃

源
台
駅
地
下
二
階
か
ら
徒
歩
三
分
ほ
ど
で

す
。
航
路
は
、
桃
源
台
港
〜
箱
根
町
港

（
三
十
分
）
〜
元
箱
根
港
（
四
十
分
）
と
順

に
進
ん
で
い
き
ま
す
。
船
へ
の
乗
降
は
、

車
い
す
対
応
タ
ラ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
、
安

心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
海

賊
船
は
全
部
で
三
隻
あ
り
、
内
一
隻
（
ビ

ク
ト
リ
ー
）
は
身
障
者
用
ト
イ
レ
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
付
き
な
の
で
、
二
階
客
室
へ
上

が
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
船
内
は
、
い
か

車椅子でいざ乗車。各駅にはサー
ビス介助士が配置されている。

箱根ロープウェイで行く
大涌谷・芦ノ湖の旅
夏本番の暑さを間近に、少しでも涼しくなる所をご
紹介します。さて、箱根ロープウェイが全線リニュ
ーアルし、さらに快適な旅が楽しめるようになりま
した。これからのレジャーシーズン、新しくなった
箱根ロープウェイに乗って雄大な自然を満喫しに箱
根エリアに出かけてみませんか？

この新型ロープウェイで利便性が格段に
アップ、ラクラク移動が可能に！　風に
も強くなり快適な乗り心地を実現。
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Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
鴨
宮
駅
か
ら
十
五
分

ほ
ど
歩
く
と
、「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ

喫
茶
・
軽
食　
友
」
が
あ
る
小
田
原
市
川

東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
に
着
き

ま
す
。

ト
レ
ス
の
一
人
は
、
接
客
だ
け
で
は
な

く
、
店
内
の
清
掃
も
手
際
よ
く
こ
な
し

ま
す
。
店
内
が
明
る
く
て
清
潔
な
の

は
、
彼
女
の
仕
事
の
成
果
の
一
つ
で

し
ょ
う
。「
花
の
絵
を
描
く
の
が
好
き

で
す
」
と
語
る
彼
女
は
、
穏
や
か
で
と

て
も
優
し
い
笑
顔
が
印
象
的
で
す
。

　

そ
し
て
、
彼
女
と
と
も
に
働
い
て
い

る
の
は
、
近
所
に
お
住
ま
い
の
主
婦
の

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ　
in

「
喫
茶
・
軽
食
友
」の
ご
紹
介

に
も
海
賊
船
と
い
う
感
じ
で
、
ゴ
テ
ゴ
テ

と
し
た
飾
り
が
い
っ
ぱ
い
の
帆
船
。
海
賊

の
人
形
や
大
砲
な
ど
が
あ
り
ま
す
。　

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
組

　

箱
根
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
各
駅
で
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
、
身
障
者

用
ト
イ
レ
、
赤
ち
ゃ
ん
休
憩
室
も
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
車
い
す
の
貸
出
し
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
中
継
点
の
大
涌
谷

駅
で
は
乗
り
換
え
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ

平
面
な
の
で
段
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
各
駅
に
サ
ー
ビ
ス
介
助
士
が
配
置
さ

れ
て
い
る
の
で
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
回
取
材
を
し
た
箱
根
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

は
各
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
と
て
も
便
利
で

し
た
が
、
早
雲
山
駅
ま
で
の
ル
ー
ト
（
箱

根
登
山
電
車
な
ど
）
に
は
ま
だ
バ
リ
ア
フ

リ
ー
未
整
備
の
駅
も
あ
り
ま
し
た
。

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

＝インフォメーション＝＝インフォメーション＝
箱根ロープウェイ　�０４６５－３２－２２０５
《奥箱根観光株式会社　�０４６０－８４－９６０５》
箱根海賊船　�０４６０－８３－６３２５
運賃は、障害者手帳所持者と付添い人１名は半額で
利用可能。
※シーズンダイヤ、冬ダイヤあり。

◇早雲山駅までのアクセス◇
小田原駅から箱根登山電車で終点強羅駅へ。
強羅駅から箱根登山ケーブルカーに乗り換えて、終
点早雲山駅へ。

そ
う
で
す
が
、「
こ
こ
の
食
事
は
安
く
て

お
い
し
い
」
と
評
判
で
す
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
、
そ
ば
・
う
ど
ん
の
麺
つ
ゆ
は

ダ
シ
を
取
り
、
カ
レ
ー
の
ル
ー
も
煮
込

ん
で
作
る
な
ど
、
ひ
と
手
間
か
け
て
い

る
の
で
す
。

　

開
店
当
初
か
ら
働
い
て
い
る
ウ
ェ
イ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
田

原
市
障
害
者
福
祉
協

議
会
が
運
営
す
る
こ

の
シ
ョ
ッ
プ
は
平
成

八
年
に
開
店
し
ま
し

た
。
近
く
に
大
型
ス

ー
パ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
が
で
き
る

な
ど
当
初
に
比
べ
る

と
競
合
店
も
増
え
た

方
た
ち
で
す
。
シ
ョ

ッ
プ
の
仕
事
に
携
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
き

っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
シ
ョ
ッ
プ

に
は
、
お
客
さ
ん
の

存
在
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
身
近
な
方

た
ち
の
支
え
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
シ
ョ
ッ
プ
が
地
域
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
気
軽
に
集
い
、
と

も
に
学
び
、
ふ
れ
あ
う
場
で
あ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
喫
茶
・
軽
食　

友
◇

�
０
４
６
５－

４
７－

１
５
１
５（
代
）

箱根ロープウェイの路線図
早雲山駅～大涌谷駅間は、約一分間隔で次々と発車。運賃は、障害者手帳所持者と付添い人一名は半額で利用可能。
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三
浦
市
の
巻

〜
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
め
ざ
し
て

連連載載

　

三
浦
半
島
の
南
端
に
位
置
す
る
三
浦
市

は
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
遠
洋
漁
業
の

拠
点
で
あ
る
三
崎
漁
港
を
擁
す
る
地
域
で

す
。
マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
で
有
名
で
す
が
、

大
根
や
西
瓜
な
ど
の
畑
作
も
盛
ん
で
、

「
う
ち
で
は
西
瓜
と
マ
グ
ロ
は
買
っ
た
こ

と
が
な
い
」
と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
地
元

の
産
業
と
住
民
の
生
活
が
密
接
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。
東
京
近
郊
で
古
い
街
並
み
が

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
は
映
画
や

ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

住
民
の
目
線
で
生
活
を
と
ら
え
る

　

人
口
の
減
少
と
厳
し
い
財
政
状
況
を
見

据
え
て
、「
台
所
で
考
え
る
、
ま
ち
か
ど
で

つ
く
る
地
域
福
祉
を
や
っ
て
い
ま
す
」
と

三
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
佐
藤
千
徳
事

務
局
長
は
語
り
ま
す
。

　

三
浦
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
大
き
く

事
業
展
開
を
図
っ
た
の
は
、
平
成
元
年
に

市
保
健
福
祉
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
在

宅
サ
ー
ビ
ス
協
会
の
運
営
に
始
ま
り
ま

す
。ま
ず
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
を
通
じ
て
、「
制
度
や
既
存
の
サ
ー
ビ

ス
で
は
対
応
さ
れ
な
い
ニ
ー
ズ
が
見
え
て

き
た
」
そ
う
で
す
。
目
の
前
で
乳
児
を
抱

え
て
困
っ
て
い
る
母
親
を
ど
う
す
る
か
、

日
中
、行
き
場
の
な
い
障
害
者
の
悩
み
を

ど
う
受
け
止
め
る
か
、
様
々
な
場
面
で
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
わ
る
当
時
の
申
請
主

義
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
規
定
な
ど
、
本

来
、
生
活
支
援
を
目
的
に
し
て
い
な
が

ら
、
そ
の
目
的
を
果
た
せ
な
い
問
題
を
認

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
供
給
シ
ス
テ

ム
の
転
換
と
い
っ
た
福
祉
改
革
に
臨
み
、

住
民
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
、

当
事
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
連
携
し
、
行
政

で
は
な
い
民
間
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
事
業

の
運
営
を
意
識
的
に
行
い
、
現
在
に
い
た

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
三
浦

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
は
、
三
浦
市
の
地

域
福
祉
が
何
を
基
本
に
す
え
て
い
る
か
が

表
れ
て
い
ま
す
。
五
回
の
策
定
委
員
会
と

六
回
の
作
業
部
会
に
並
行
し
て
十
五
回
の

住
民
懇
談
会
と
三
十
七
回
の
団
体
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
八
百
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
声
に
あ
が
り
に
く
い
生
活

問
題
を
き
め
細
か
く
把
握
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
を
支
持
す
る
関
係
者
、
住

民
が
協
力
し
あ
っ
た
成
果
で
す
。

　

ま
た
、
県
社
会
福
祉
事
業
団
が
運
営
し
て

い
た
保
養
施
設
万
寿
荘
の
払
い
下
げ
を
活

用
し
た
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
経
営
の
ひ
と
つ
の
工
夫
で
あ

り
、
現
在
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
区
を
大
切
に
す
る

　

京
急
三
浦
海
岸
駅
か
ら
住
宅
街
を
十
分

ほ
ど
歩
い
た
場
所
に
、
広
い
庭
を
前
に
し

た
「
み
ど
り
の
家
」
は
あ
り
ま
す
。
以
前
、

海
の
家
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
を
借

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
み
ど
り

会
（
会
員
数
／　

名
）
が
元
気
な
高
齢
者

３４

を
対
象
に
、
毎
週
水
曜
に
開
く
ミ
ニ
デ
イ

ホ
ー
ム
で
す
。

　

通
う
の
は
九
十
五
歳
の
女
性
を
は
じ
め

と
し
た
七
〜
八
名
。
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を

咲
か
せ
、
歌
を
歌
い
、
時
に
は
保
健
師
に

面　積：３１．４４平方㎞

人　口：４９，４０５人（２００７年４月１日現在）

高齢化率：２５．２３％

施設数：高齢者福祉施設等３８

　　　　（特養・老健・グループホーム・デイサービスセンター等）

　　　　障害者福祉施設等７

　　　　（更生施設・生活訓練施設・地域作業所等）

　　　　保育所４

神
奈
川
の
福
祉
は
今
【
第
三
回
】

神
奈
川
の
福
祉
は
今　
【
第
三
回
】

５３，４７０人平成１０年度統計

５３，０４９人平成１１年度統計

５２，７０６人平成１２年度統計

５２，２１９人平成１３年度統計

５１，７８１人平成１４年度統計

５１，３８７人平成１５年度統計

５０，７６８人平成１６年度統計

５０，４１０人平成１７年度統計

４９，８３７人平成１８年度統計

三浦市の総人口の推移
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　５年前のある日、小学６年だった

長男が帰ってくるなり「学校で自閉

症の女の子がバカにされていて、そ

んなこと言っちゃダメだよとは言え

たけど、なぜその子がそういう行動

をするのか説明できなくて悔しかっ

た。なんて説明したらいいの？」と

私に尋ねてきたことがありました。

　ダウン症の妹と共に暮らしている

中で、私が日頃から『こういう子た

ちの行動には必ず意味があるから

ね』と話していたことが心の中にあ

ったのだと思います。学校の子ども

たちにわかってもらうことが一番の

近道かもしれない～と思いつき、担

任の先生に「学校で知的障害につい

てお話をさせて欲しい」とお願いし

てみたところ、すぐに実現。知的障

害児者の理解を深める「キャラバン

隊」の活動が始まったのでした。

　公演内容は、障害のある子の気持

ちに近づいてもらうための模擬体験

を中心に、障害特性や接し方のコツ

をアニメで楽しみながら理解しても

らえるように工夫をしています。そ

の後どんどん依頼が増え、小中学

校、高校、大学、学校の先生、一般

の方々など、この４年間で述べ７千

人以上の人に伝えてきました。

　息子の一言で始まったこの活動は

現在進行形。新しい出会いと、優し

さの輪を広げています。

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク177
広がれ、やさしさの輪

座間市手をつなぐ育成会
キャラバン隊

幸田　啓子

血
圧
を
測
定
し
て
も
ら
い
過
ご
し
ま
す
。

「
家
で
は
声
を
出
し
て
笑
う
こ
と
な
ん
か

な
い
も
ん
な
」
と
参
加
者
か
ら
声
が
あ
が

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
笑
顔
も
あ
ふ
れ
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
健
康
状
態
や
昔
話
が

話
題
に
な
り
、
時
に
は
惣
菜
の
作
り
方
の

情
報
交
換
会
に
な
る
こ
の
空
間
は
、
地
区

の
大
切
な
集
ま
り
場
所
で
す
。

　

現
会
長
の
鈴
木
秀
子
さ
ん
が
初
代
会
長

と
み
ど
り
会
を
起
こ
し
た
の
は
平
成
六
年

で
し
た
。
民
生
委
員
と
し
て
見
守
り
活
動

や
相
談
を
行
う
中
か
ら
高
齢
社
会
を
痛
感

し
、「
何
か
を
始
め
な
け
れ
ば
」
と
行
動
し

た
そ
う
で
す
。
勉
強
会
か
ら
始
ま
っ
た
活

動
は
、
四
年
後
に
は
デ
イ
ホ
ー
ム
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
そ
の
後
、
配
食
、
障
害
者
地

域
作
業
所
の
支
援
、
子
育
て
支
援
、
バ
ザ

ー
、
環
境
美
化
な
ど
、
地
区
の
問
題
を
と

ら
え
て
は
多
様
に
広
が
り
ま
し
た
。
鈴
木

さ
ん
は
「
自
分
た
ち
で
始
め
な
け
れ
ば
何

も
始
ま
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
求
め
て

　

三
浦
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
の
飯

嶋
和
子
さ
ん
は
、息
子
さ
ん（
二
十
三
歳
）

が
知
的
障
害
と
自
閉
症
と
い
う
こ
と
で
、

育
つ
過
程
で
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
き

ま
し
た
。
情
報
や
つ
な
が
り
を
求
め
て
入

っ
た
育
成
会
活
動
の
中
で
、
三
浦
市
に
は

障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
そ
の
人
ら
し
く
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
し
く
み
が
十
分
で

な
い
こ
と
を
痛
感
し
、
仲
間
と
と
も
に
地

域
生
活
の
拠
点
作
り
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の
理
解
者
の
一
人
が
市
社
協
で

し
た
。
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
や
調
査

で
の
か
か
わ
り
の
ほ
か
、
二
年
目
を
迎
え

た
地
域
福
祉
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
共
催
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

育
成
会
の
活
動
を
通
し
、
専
門
性
を
持

っ
た
機
関
と
人
材
の
必
要
性
を
検
証
す
る

中
で
、
今
一
番
の
関
心
事
は
、
平
成
二
十

一
年
度
に
市
が
完
成
さ
せ
る
予
定
の
知
的

障
害
者
通
所
施
設
で
す
。
一
日
も
早
い
開

所
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

一
人
ひ
と
り
の
思
い
と
行
動
が
、
三
浦

の
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
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ひろば�

県社協�

ひろば�
の�

寄
付
の
ひ
と
つ
の
か
た
ち 

喜
び
と
歓
声
が
あ
が
る

　

神
奈
川
県
内
の
塗
装
業
者
の
若
手
経
営

者
で
作
る
親
睦
組
織
「
神
奈
川
昭
和
会
」

と
、
建
設
関
係
の
塗
装
工
事
に
携
わ
る
施

工
業
者
で
構
成
さ
れ
る
「
�
日
本
塗
装
工

業
会
神
奈
川
県
支
部
」
に
よ
る
塗
装
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
六
月
二
十
一
日
、
湯

河
原
町
に
あ
る
児
童
養
護
施
設
「
城
山
学

園
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
で
二
十
六
回
目
と
な
る
こ
の
活

動
。
こ
れ
ま
で
児
童
養
護
施
設
や
救
護
施

設
、
母
子
生
活
支
援
施
設
な
ど
、
県
内
の

多
く
の
福
祉
施
設
が
お
世
話
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。「
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

居
室
が
明
る
く
な
り
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ

と
思
い
ま
す
」
と
話
す
岡
本
忠
之
園
長
ほ

か
施
設
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
た

塗
装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、
日
頃
の

技
術
を
活
か
し
居
室
や
食
堂
等
の
塗
装
工

事
を
手
際
よ
く
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

去
る
六
月
二
十
六
日
に
は
、
神
奈
川
県

内
の
鑑
賞
魚
関
連
七
社
で
つ
く
る
「
神
奈

川
観
賞
魚
親
睦
会
」
よ
り
、
観
賞
魚
の
飼

育
セ
ッ
ト
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和

四
十
八
年
か
ら
続
く
こ
の
活
動
。
本
年
度

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　　榮�
谷　口　嘉　弘�

代表取締役会長�

代表取締役社長�

は
県
内
十
カ
所
の
保
育
所
に
、
観
賞
魚
の

ほ
か
水
槽
や
蛍
光
灯
、
フ
ィ
ル
タ
ー
、
水

草
、
エ
サ
な
ど
飼
育
に
必
要
な
物
品
一
式

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
度
寄
贈
先
の
一

つ
と
な
っ
た
平
塚
市
の
「
真
土
す
ば
る
保

育
園
」で
は
、届
い
た
水
槽
の
中
で
元
気
良

く
泳
ぐ
魚
た
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
が
歓
声

を
あ
げ
て
喜
ぶ
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も

福
祉
事
業
に
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

贈呈式で観賞魚の飼育方法を
説明する代表の野本功一さん
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平成18年度神奈川県社会福祉協議会監査意見書公告
　本会定款第34条第2項の規定により、平成18年度事業・決算に関する監事監査意見書を次のとおり掲載いたします。

監　査　意　見　書
　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会における平成18年度の業務の執行状況並びに財務の状況について、定款第13条の規定に基づき監査したところ、業
務は概ね適正に実施されていますが、次の事項について対応、改善を図るようお願いします。
　決算書類は、神奈川県社会福祉協議会の財産及び収支を適正に表示しているものと認めます。
1　事業・組織運営について
　平成18年3月に策定した神奈川県社会福祉協議会活動推進計画に基づいて、組織・財政改革検討会の設置や重点項目別推進委員会の設置、自己評価シ
ステムの構築など、県社協の役職員一体となって多様化する福祉ニーズへの対応や経営体制、財政基盤の整備に取組む体制を整えたことについて、また、
合わせて組織執行体制や人員の見直しを実施したことを高く評価したい。
　しかし、県の行財政改革に伴う補助のあり方の見直しが迫られている状況を踏まえると、例えば、研修事業のような県社協の本来業務であり、専門性
を発揮できる事業分野の充実強化や、或いは、見直しや縮小・廃止が求められる事業の整理等に早急に取組む必要があり、優先順位をつけた自己評価の
実施や外部評価の導入をお願いしたい。
　さらに、県域における地域福祉の推進役として、また、県民が質の高いサービスを享受できるように、多様化する福祉の担い手との共同や関係機関と
の役割分担、連携を進めていただきたい。

2　予算執行と財務管理について
　監査法人による外部監査により、適正な会計処理等に努めているところであるが、予算額と決算額の乖離や、予算執行については一部改善すべき点が
見受けられる。今後、限られた財源を効果的に執行するとともに、県民に開かれた事業執行に向けた職員の意識改革にも努めていただきたい。

平成19年5月17日

　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　監事　藤井　喜代治　　　　　監事　都築　融光

独立監査人の監査報告書
平成19年5月14日

　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　会長　　林　英樹　殿
監査法人　　エムエムピージー・エーマック　　　　　　
代表社員・業務執行社員・公認会計士　　川原　丈貴　　
代表社員・業務執行社員・公認会計士　　高倉　隆　　　

　当監査法人は、社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会の平成18会計年度（平成18年4月1日から平成19年3月31日まで）の計算書類、すなわち、資金収
支計算書（資金収支決算内訳表を含む。）、事業活動収支計算書（事業活動収支内訳表を含む。）、貸借対照表及び財産目録について監査を行った。この計算
書類の作成責任は理事者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から計算書類に対する意見を表明することにある。
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類に重要な虚偽の
表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として行われ、理事者が採用した会計方針及びその適用方法並びに理事
者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合
理的な基礎を得たと判断している。
　当監査法人は、上記の計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる社会福祉法人会計の基準に準拠して、社会福祉法人神奈川県社会福祉協
議会の平成18会計年度の収支及び事業活動の状況並びに同会計年度末日現在の財政状態をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 以上
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今月の福祉資料室
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�

★
知
的
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
世
話
人
の
業
務
実

態
と
想
い
（
東
社
協
知
的
発
達
障
害

部
会
生
活
寮
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
編
、
東
京
都

社
会
福
祉
協
議
会
）　

グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
働
く
世
話
人
の
想
い
を
数
多

く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
外
か
ら
見
え

づ
ら
く
負
担
も
多
い
業
務
内
容
の
一

方
で
、
利
用
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕

事
の
魅
力
も
見
え
て
く
る
一
冊
で
す
。

★
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
い
う
暮
ら
し
方
（
東

社
協
高
齢
者
施
設
福
祉
部
会
経
費
分
科

会
ケ
ア
ハ
ウ
ス
分
会
、
東
京
都
社
会
福

祉
協
議
会
）

★
新
し
い
地
域
福
祉
推
進
の
理
論
と
実

際
〜
東
北
を
中
心
と
し
た
地
方
か
ら
地

域
福
祉
を
発
信
す
る
（
都
築
光
一
著
、

中
央
法
規
）

★
障
害
者
自
立
支
援
法
と
人
間
ら
し
く

生
き
る
権
利
〜
障
害
者
福
祉
改
革
へ
の

提
言
2
（
障
害
者
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

研
究
会
編
、
か
も
が
わ
出
版
）

★
ケ
ア
マ
ネ
し
あ
わ
せ
便
利
帳
（
菊
池

智
子
監
修
、
日
総
研
出
版
）

★
在
宅
支
援
の
困
難
事
例
と
対
人
援
助

技
法
〜
場
面
再
現
記
録
法
に
よ
る
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
実
践
の
理
論
化
に
向
け
て

（
小
松
啓
、
小
川
栄
二
、
対
人
援
助
研

究
会
編
著
、
萌
文
社
）

★
家
族
の
た
め
の
事
例
で
わ
か
る
介
護

ケ
ア
プ
ラ
ン
〜
上
手
な
事
例　

（
高
室

29

成
幸
著
、
法
研
）

★
歳
を
と
る
こ
と
が
本
当
に
わ
か
る　
50

の
話
〜
老
後
の
心
理
学（
井
上
勝
也
著
、

中
央
法
規
）

★
生
き
が
い
研
究
第　

号
（
長
寿
社
会

13

開
発
セ
ン
タ
ー
編
、
中
央
法
規
）

★
は
じ
め
て
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
吉
良
健
司
編
、
医
学
書
院
）

ほ
か
4
冊

（
者
）
兄
弟
姉
妹
支
援
等
事
業
報
告
書

（
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守

る
会
）

★
児
童
福
祉
施
設
給
食
関
係
調
査
研
究

抄
録
（
児
童
育
成
協
会
児
童
給
食
事
業

部
）

★
地
域
に
お
け
る
協
働
に
よ
る
障
害
者

雇
用
に
関
す
る
研
究
調
査
（
高
齢
・
障

害
者
雇
用
支
援
機
構
）

★
精
神
障
害
者
の
職
業
的
自
立
に
向
け

た
訪
問
型
個
別
就
労
支
援
の
方
法
に
関

す
る
研
究
調
査
�
（
高
齢
・
障
害
者
雇

用
支
援
機
構
）

★
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
ト
と
の
連
携

に
つ
い
て
（
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
高
齢
者
単
独
世
帯
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

調
査
研
究
事
業
調
査
報
告
書
（
医
療
関

連
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
）

★
苦
情
解
決
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〜
利
用
者

の
声
を
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
結
び
つ
け
る

た
め
に
〜
（
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

運
営
適
正
化
委
員
会
）

ほ
か　

冊
21

資　
　
　
　

料

図　
　
　
　

書
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「福祉情報資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

※８/１３～８/１５まで、資料整理のため休室いたし
ます。
◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/

～「新着情報コーナー」をぜひご利用ください ! ～

�

★
児
童
福
祉
施
設
の

地
域
協
働
実
践
方
策
研
究
事
業　

調

査
研
究
報
告
書
（
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
）　

児
童
養
護
施
設
や
社
協
、

行
政
、児
童
委
員
、保
育
所
を
対
象
に

調
査
を
行
い
、
地
域
協
働
の
現
状
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
児
童
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
を
鍵
に
、
児
童
福
祉
施
設

の
今
後
の
方
向
を
探
っ
て
い
ま
す
。

★
支
え
あ
う
人
の
つ
な
が
り
が
地
域
を

つ
く
る　

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
育
成
の
推
進
等
（
神
奈
川
県
保
健
福

祉
部
地
域
保
健
福
祉
課
）

★
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
実
践
事
例
2

0
0
7
（
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
神
奈
川
の
療
育
第　

号
（
神
奈
川
県

30

重
症
心
身
障
害
児
者
協
議
会
）

★
平
成　

年
度　

重
症
心
身
障
害
児

18

『人の心はどこまで
わかるか』

河合隼雄著

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

神奈川県精神保健ボランティア
連絡協議会会長　 山口徳江

　おもしろくて一気に読める本です。

それは著者の「人間の心がいかにわから

ないかを骨身にしみてわかっている者

が心の専門家である」という姿勢からの

本質論だからでしょう。

　心理療法の根本は「何もしないことに

全力をあげる」、「そこにいる」こととし、

『老子』の「無為をなせば、すなわち治

まらざるはなし」に通じるといっていま

す。

　精神保健福祉ボランティアの世界に

も、「するボラ」と

「いるボラ」という

言葉があります。

出会いを大切にし

ながら、素人として

「寄り添う」という

あり方にさらに磨

きをかけなければ

と思った本でした。

２０００年３月刊
定価７７７円（税込）
講談社α新書
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
相
談
ス
タ
ッ
フ
養

成
の
た
め
の
講
座

　

国
籍
、
テ
ー
マ
を
問
わ
な
い
、
女
性
に

よ
る
女
性
の
た
め
の
何
で
も
相
談
室
で
、

相
談
員
、弁
護
士
、精
神
科
医
、
行
政
職
員

を
講
師
に
迎
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話

相
談
ス
タ
ッ
フ
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
＝
９
月
１
日
（
土
）　

時
〜　

時

１３

１７

　

分
、
８
日
（
土
）　

時　

分
〜　

時
、

１５

１５

１５

１９

　

日
（
土
）　

時
〜　

時　

分

１５

１３

１７

１５

◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
４
階

　

４
０
３
号
室

◇
対
象
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
実
際
に
活
動
可
能
な
女
性
、
原
則

と
し
て
全
日
程
出
席
可
能
な
方

◇
参
加
費
＝
六
千
九
百
円（
テ
キ
ス
ト
含
）

◇
問
合
先
＝
（
特
非
）
か
な
が
わ
女
の
ス

ペ
ー
ス
み
ず
ら　

�　

－

　

－

３
７
７
６

０４５

４５１

夏
休
み　

自
助
具
製
作
教
室

　

障
害
が
あ
る
人
の
生
活
の
工
夫
や
ア
イ

デ
ア
を
聞
く
と
と
も
に
、
食
事
の
と
き
な

ど
、
日
常
生
活
で
使
う
道
具
を
よ
り
便
利

に
す
る
自
助
具
を
つ
く
り
ま
す
。

◇
日
時
＝
８
月　

日
（
土
）、
８
月　

日

１８

２５

（
土
）　

時
〜　

時　

※
二
日
と
も
同
じ

１３

１６

内
容
で
す
。

◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー　

階
１２

　

第
２
会
議
室

◇
対
象
＝
小
学
５
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

◇
定
員
＝
各
日　

名
程
度
（
応
募
多
数
の

１０

場
合
は
抽
選
）

◇
参
加
費
＝
五
百
円

◇
問
合
先
＝
本
会
と
も
し
び
運
動
推
進
担

当　

�　

－

　

－

１
１
２
１
㈹

０４５

３１２

財
団
法
人
松
翁
会
社
会
福
祉
助
成
金

　

社
会
福
祉
に
関
す
る
民
間
の
事
業
、
研

究
に
対
す
る
助
成
先
を
募
集
し
ま
す
。
社

会
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
企
画
で
あ

る
こ
と
、
公
の
援
助
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
、
目
的
・
内
容
・
資
金
使
途
等
が
明
確

で
あ
る
こ
と
、
先
駆
的
・
開
拓
的
事
業
、

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
助
成
額
＝
原
則
と
し
て
八
十
万
円
程
度

◇
募
集
締
切
＝
７
月　

日
（
火
）

３１

◇
助
成
実
施
時
期
＝　

月
以
降

１０

◇
完
了
報
告
＝
平
成　

年
６
月　

日

２０

３０

◇
問
合
先
＝
財
団
法
人
松
翁
会
事
務
局
助

成
係　

�　

－

３
２
０
１－

３
２
２
５

０３

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志

【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
大
正
琴
サ
ー

ク
ル
湖
陽
会
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
大
正

琴
サ
ー
ク
ル
湖
陽
会
▽
神
奈
川
県
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
協
会
（
計
六
二
五
、
〇
〇
〇
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
福
田
惠
里
▽
原
田
三
郎

▽
神
奈
川
昭
和
会
・
社
団
法
人
日
本
塗
装

工
業
会
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▽
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（
敬
称
略
）

第２８回ともしびポスター・第２１回ともしび絵本コンテスト募集第３１回神奈川県福祉作文コンクール募集項　　目

県内在住・在学の小学生・中学生・高校生・特別支援学校生
・フリースクール等の通学生

県内公私立小・中学校及び特別支援学校（小学部、中学
部）、中等教育学校、フリースクール等に通っている児
童・生徒等

応募資格

テーマ：「みんながともに生きるまち」
�ポスターの部
①用紙＝画用紙Ｂ３判（５１．５㎝ ×３６．４㎝）もしくは４つ切判
（５４㎝×３８㎝）に準じる。②画材＝カラーペン、絵の具、クレ
ヨン、ポスターカラー、色画用紙等。
�絵本の部
①用紙＝原則、画用紙Ｂ４判（２６㎝×３６㎝）２枚を半分にし、
Ｂ５判１８㎝ ×２６㎝）４枚にしたもの。②頁数＝原則として表
紙・裏表紙を含む８ページ、③綴じ方＝ひも・ホチキス等を
使用、縦・横使いは自由、④画材＝ポスターの部に同じ、⑤
文＝絵の上でも空いているところでも可、文の形式は文章・
詩・吹き出しのいずれでも可
※作品の裏には必ず所定の応募票を貼ってください。

�作文の内容
　児童・生徒の皆さんが、福祉について日常を通して
感じたこと、考えていること、体験したこと、こうし
ていきたいと思っていることなどを自由に表現したも
の
�題名＝自由
�字数＝小学校児童　　Ｂ４版４００字詰め原稿用紙を使

用し、８００字～１，０００字以内
　　　　中学校生徒　　Ａ４版４００字詰め原稿用紙を使

用し、１，６００字～１，８００字以内
※頭書３行に題名・学校名（団体名）・学年・氏名（ふり
がな）を記入（この部分は字数に含めません）。

内　　容

平成１９年９月５日（水）平成１９年９月７日（金）締 切 日

作品は学校等で一括して�・�のいずれかに送付又は持参し
てください。
�本会　県民活動推進部ともしび運動推進担当
〒２２１－０８３５横浜市神奈川区鶴屋町２－２４－２　かながわ
県民センター内　�０４５－３１２－１１２１　内線３２０４
�お近くの市町村社会福祉協議会（持参のみ受付）
※横浜市及び市内各区、並びに川崎市内各区の社会福祉協
議会では受付しておりません。

（応募先）
県共同募金会の各市区町村支会内「福祉作文コンクー
ル事務局支局」へ学校等で一括して送付してください。
（問合せ先）
�本会　県民活動推進部ともしび運動推進担当
　�０４５－３１２－１１２１　内線３２０２
�社会福祉法人神奈川県共同募金会
　�０４５－３１２－６３３９

応募先・
問合せ先
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安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８
TEL ０３（３４４９）１７７１／FAX ０３（３４４９）１７７２
URL：www.yasue-sekkei.co.jp
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp

新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください
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す
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よ
こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
（
以

下「
ズ
ー
ラ
シ
ア
」）
で
、「
ド
リ
ー
ム
ナ

イ
ト
・
ア
ッ
ト
・
ザ
・
ズ
ー
」（
以
下「
ド
リ

ー
ム
ナ
イ
ト
」）と
呼
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト

が
六
月
二
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
六
月
第
一
金
曜
日
の

夜
（
ズ
ー
ラ
シ
ア
は
第
一
土
曜
日
）、
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
を

動
物
園
に
招
待
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
も
ら
う
と
い
う
国
際
的
な

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
動
物
園
で
一
九
九
六
年
に
始
ま

り
、
二
〇
〇
七
年
は
、
世
界
二
十
八
カ

国
、
百
五
十
の
動
物
園
・
水
族
館
が
実

施
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
参
加
は
、
三
回
目
に
な
る

数
多
く
開
か
れ
ま
す
。
動
物
の
フ
ェ
イ

ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
廃
材
で
で
き
た

楽
器
の
演
奏
体
験
、
犬
と
の
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
飽
き

さ
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も

動
物
た
ち
の
愛
嬌
あ
る
姿
に
、
家
族
み

ん
な
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
ド
リ
ー
ム
ナ
イ
ト
の
実
施

に
は
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ
り
ま

す
。体
調
が
悪
化
し
た
と
き
の
た
め
の
準

備
や
園
内
の
照
明
の
整
備
、
車
い
す
の

補
助
な
ど
、
家
族
が
安
心
し
て
楽
し
め

る
工
夫
が
そ
こ
か
し
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

ズ
ー
ラ
シ
ア
で
は
、
年
一
回
の
ド
リ

ー
ム
ナ
イ
ト
の
ほ
か
に
も
、
障
害
児
を

対
象
と
し
た
遠
足
や
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
行
う
ア
ー
ト
活
動
な
ど
、
様
々

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
倉
さ
ん
は
、「
地
域
に
密
着
し
た

動
物
園
と
し
て
、
地
域
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
を
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。
地

域
の
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
多
く

の
交
流
が
生
ま
れ
る
場
所
と
し
て
、
今

後
ま
す
ま
す
魅
力
を
発
揮
し
そ
う
で
す
。

子
ど
も
も
楽
し
い お

と
な
も
う
れ
し
い

　

ズ
ー
ラ
シ
ア
で
は
、
市
内
を
中
心
に

養
護
学
校
や
支
援
施
設
の
子
ど
も
た
ち

と
そ
の
家
族
を
約
千
名
招
待
し
ま
し
た
。

　

ド
リ
ー
ム
ナ
イ
ト
の
企
画
調
整
を
中

心
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
ズ
ー
ラ
シ
ア

職
員
の
長
倉
か
す
み
さ
ん
は
、「
障
害
の

あ
る
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、普
段
、周
囲

に
気
を
使
う
こ
と
の
多
い
親
御
さ
ん
が

の
び
の
び
動
物
に
接
す
る
時
間
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
似
た
状
況
に
あ

のんびりと好きなペースで見
て回れます

る
家
族
同
士
、

気
兼
ね
な
く
楽

し
め
る
こ
と
も

魅
力
で
す
。」と

手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。

ズ
ー
ラ
シ

ア
と
、
今

年
か
ら
参

加
し
た
金

沢
動
物
園

の
二
カ
所

で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
活
躍

　

会
場
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も

と
、
普
段
と
違
う
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
が

おにいちゃんも弟も
「ハイポーズ！」
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